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次
亜
塩
素
酸
は
ｐ
Ｈ
値
に
よ
っ
て

除
菌
効
果
が
異
な
り
、
水
で
希
釈
す

る
一
般
的
な
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
の

ｐ
Ｈ
値
は
８
―
９
ほ
ど
。
除
菌
効
果

が
最
も
高
く
な
る
高
純
度
の
次
亜
塩

素
酸
は
ｐ
Ｈ
値
５
―
６
・
５
で
、
ア

ル
コ
ー
ル
で
除
菌
で
き
な
い
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
も

不
活
化
で
き
る
。

た
だ
、
塩
素
ガ
ス
の
発
生
を
抑
え

な
が
ら
大
量
に
高
純
度
の
次
亜
塩
素

酸
水
溶
液
を
生
成
す
る
に
は
、
生
成

機
の
導
入
、
薬
剤
管
理
や
水
溶
液
の

水
質
検
査
を
す
る
管
理
責
任
者
が
必

要
に
な
る
。
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
α
は
製

法
特
許
を
取
得
し
た
独
自
技
術
で
、

水
に
溶
か
す
だ
け
で
生
成
で
き
る
方

法
を
確
立
。
低
コ
ス
ト
、
ノ
ー
リ
ス

ク
で
高
純
度
の
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液

を
作
れ
る
。

分
子
結
合
が
不
安
定
な
次
亜
塩
素

酸
は
、
他
の
物
質
か
ら
電
子
を
奪
っ

て
安
定
化
す
る
過
程
で
除
菌
・
脱
臭

の
効
果
を
発
揮
す
る
。
高
純
度
の
次

亜
塩
素
酸
は
、
一
般
的
な
次
亜
塩
素

酸
よ
り
分
子
結
合
が
さ
ら
に
不
安
定

で
、
他
の
物
質
か
ら
電
子
を
奪
お
う

と
す
る
力
が

倍
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
除
菌
・
消
臭
す
る
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
、
ほ
と
ん
ど
の
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
不
活
化
で
き
る
。

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
α
の
内
容
量
は

㌘
で
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
１
０
０

㍑
、
５
０
０
㍉
㍑
ス
プ
レ
ー
４
０
０

本
分
（
有
効
塩
素
濃
度
１
０
０
ｐ
ｐ

ｍ
換
算
）
を
生
成
で
き
る
。
粉
末
製

品
の
ほ
か
、
高
純
度
次
亜
塩
素
酸
水

溶
液
を
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
に
入
れ
た

「
Ｂ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｐ
ｒ
ｏ
」
、小
型

ミ
ス
ト
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
の
「
ハ
ン

デ
ィ
ナ
ノ
ミ
ス
ト
」
も
展
開
。
空
間

除
菌
・
消
臭
が
で
き
る
超
音
波
噴
霧

器
、
持
ち
運
べ
る
噴
霧
器
も
提
案
し

て
い
る
。

防
災
備
蓄
品
と
し
て
提
案
を
強

化
。

世
帯
分
の
粉
末
と
空
ボ
ト
ル

を
ま
と
め
た
初
動
セ
ッ
ト
は
、
道
内

自
治
体
を
中
心
に
導
入
実
績
を
伸
ば

し
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
に
は
超
音
波
加
湿
器
を
納
入
し
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
ト
イ
レ
の
消

臭
で
優
れ
た
効
果
を
発
揮
。
安
心
で

快
適
な
避
難
所
づ
く
り
に
貢
献
し
、

避
難
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

道
内
の
大
手
建
設
会
社
で
も
導
入

が
進
む
。
災
害
備
蓄
の
ほ
か
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
喫
煙
所
の
消
臭
、
受
付
や

事
務
所
の
除
菌
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。ク

リ
ア
ラ
ン
ス
α
の
価
格
は
１
万

８
０
０
０
円
（
税
抜
き
）
で
、
ま
と

め
買
い
の
場
合
は
割
安
に
な
る
。

鹿
島
と
京
大
は
、
月
面
で
の

人
工
重
力
居
住
施
設
の
実
現
に

向
け
た
共
同
研
究
を
開
始
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
概
念
検
証
か

ら
一
歩
進
め
、
実
現
に
向
け
た

構
造
・
施
工
成
立
性
、居
住
性
、

人
体
へ
の
影
響
、
閉
鎖
生
態
系

を
確
立
さ
せ
、
地
球
上
で
の
実

装
を
目
標
と
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
の
共
同
研
究

で
、
低
重
力
の
課
題
解
決
方
法

を
建
築
的
に
示
し
た
月
面
人
工

重
力
居
住
施
設「
ル
ナ
グ
ラ
ス
」

を
発
表
し
た
。

宇
宙
居
住
の
可
能
性
を
広
げ

る
だ
け
で
な
く
、
地
上
で
は
過

重
力
施
設「
ジ
オ
グ
ラ
ス
」
も
計

画
。骨
粗
し
ょ
う
症
の
抑
制
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
、

人
工
重
力
施
設
の
実
現
に
向
け

た
本
格
的
な
研
究
に
着
手
す
る
。

今
回
の
研
究
で
は
、
ル
ナ
グ

ラ
ス
の
実
現
に
向
け
た
条
件
を

確
定
さ
せ
る
。
現
地
材
料
や
低

重
力
環
境
の
利
活
用
、
遠
隔
操

作
無
人
施
工
の
可
能
性
を
模
索

す
る
ほ
か
、
重
力
と
遠
心
力
、

気
圧
な
ど
も
考
慮
す
る
。
回
転

体
の
居
住
性
を
確
認
し
、
医
学

的
見
地
か
ら
人
体
へ
の
影
響
を

評
価
。
宇
宙
放
射
線
を
遮
へ
い

す
る
材
料
選
定
と
厚
み
も
検
証

す
る
。

ま
た
、
閉
鎖
環
境
の
資
源
循

環
研
究
は
、
地
球
上
の
環
境
問

題
解
決
に
つ
な
が
る
知
見
も
得

ら
れ
る
と
期
待
す
る
。
閉
鎖
環

境
で
の
生
態
系
維
持
に
必
要
な

最
低
条
件
を
追
求
し
、
今
後
の

宇
宙
居
住
や
地
球
環
境
保
全
に

生
か
す
。

併
せ
て
月
・
火
星
人
工
重
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
可
能
性

も
検
討
。
同
社
で
は
「
研
究
が

人
類
結
束
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
話
し
て
い
る
。

上
場
も
、
い
ば
ら
の
道
続
く

キ
オ
ク
シ
ア

現
状「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」頼
り

「
循
環
す
る
家
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

再
生
部
材
の
み
で
住
宅
を
積水ハウス

建
物
木
材
利
用
推
進
へ

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と
農
水
省
が
協
定

発
電
機
搭
載
Ｌ
Ｅ
Ｄ

投
光
機
を
レ
ン
タ
ル

ア
ク
テ
ィ
オ

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と

電
話
で
会
話
可
能
に

米
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ

大林組とピーエス

直接触れる冷暖房開発
消費電力が従来の 割程度

大
林
組
と
空
調
機
器
開
発

の
ピ
ー
エ
ス
（
本
社
・
東
京
）

は
、
人
に
直
接
触
れ
る
冷
暖

房
「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｆ
ｙ

Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｃ
Ｈ
」
を
共
同
開
発
し
た
。

ベ
ン
チ
や
床
に
冷
温
水
パ
ネ

ル
を
取
り
付
け
、
冷
水
温
を

流
す
こ
と
で
熱
伝
導
と
放
射

熱
で
冷
涼
感
や
ぬ
く
も
り
を

得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
。
消
費

電
力
は
従
来
型
空
調
の
約

％
程
度
で
、
テ
ラ
ス
な
ど
の

半
屋
外
空
間
で
の
長
時
間
滞

在
を
可
能
に
す
る
。

テ
ラ
ス
や
ガ
レ
リ
ア
の
よ

う
な
半
屋
外
空
間
は
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
そ
の
利
用
価
値
が

見
直
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

半
屋
外
空
間
で
の
冷
暖
房
に

は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
、
１
台
の
機
器
で
兼
用

で
き
な
い
こ
と
も
課
題
だ
っ

た
。

Ｃ
ｏ
ｍ
ｆ
ｙ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ

Ｈ
は
、

度
程
度
に
温
度
調

節
し
た
冷
温
水
を
流
す
パ
ネ

ル
の
熱
伝
導
と
輻
射
熱
を
利

用
し
た
シ
ス
テ
ム
。
パ
ネ
ル

は
鋼
製
だ
が
、
こ
れ
以
外
を

木
材
な
ど
の
異
な
る
素
材
に

す
る
こ
と
で
デ
ザ
イ
ン
性
を

高
め
る
こ
と
が
可
能
。
冷
温

水
パ
ネ
ル
と
家
具
・
床
を
一

体
化
し
て
製
作
す
る
こ
と

で
、
半
屋
外
空
間
で
も
長
時

間
過
ご
せ
る
空
間
を
構
築
で

き
る
。

接
触
し
た
り
近
接
す
る
こ

と
で
機
能
す
る
た
め
、
従
来

型
空
調
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
が
良
く
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
抑
制
に
も
有

効
。
冷
温
水
が

度
前
後
の

た
め
、
井
戸
水
や
地
下
水
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
用

し
や
す
い
。

個
性
的
な
空
間
提
案
が
可

能
に
な
る
な
ど
、
施
設
全
体

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出

す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は
、
農

林
水
産
省
と
「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献

す
る
建
築
物
木
材
利
用
促
進

協
定
」
を
締
結
し
た
。
住
宅

・
非
住
宅
事
業
の
木
造
・
木

質
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

を
促
進
す
る
。

都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化

推
進
法
に
基
づ
き
、
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
制
度
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て

締
結
し
た
。
協
定
期
間
は
２

０
２
９
年
３
月

日
ま
で
。

協
定
締
結
を
受
け
、
住
宅

だ
け
で
な
く
非
住
宅
で
も
積

極
的
に
木
材
を
活
用
。
建
築

物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
推

進
し
、
施
主
な
ど
に
も
長
所

や
意
義
を
伝
え
、
理
解
促
進

を
図
る
。
同
社
施
設
で
も
木

材
利
用
を
進
め
る
。
調
達
す

る
木
材
は
持
続
可
能
性
に
配

慮
し
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

に
基
づ
い
た
木
材
利
用
の
推

進
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
木
造
建
築
で
も
Ｂ

Ｉ
Ｍ
活
用
基
盤
を
構
築
し
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

デ
ー
タ
の
一
元
化
と
蓄
積
・

活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
を

図
る
。
今
後
５
年
間
で
木
造

・
木
質
化
す
る
建
築
物
の
総

面
積
を
、

年
度
実
績
比
で

倍
増
さ
せ
る
考
え
だ
。

環
境
な
ど
に
配
慮
し
た
木

材
の
利
用
で
社
会
や
地
域
の

脱
炭
素
化
、森
林
資
源
の
循
環

利
用
に
貢
献
し
た
い
考
え
だ
。

ア
ク
テ
ィ
オ
は
、
発
電
機

を
搭
載
し
た「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
機

６
灯
式
」の
レ
ン
タ
ル
を
開
始

し
た＝

写
真
。
発
電
機
搭
載

式
の
投
光
機
は
同
社
初
。
キ

ャ
ス
タ
ー
が
付
い
た
手
押
し

タ
イ
プ
で
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
使
用
可
能
。
大
光
量
で
４

台
で
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
全
面

を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

作
業
時
の
高
さ
は
２
・

㍍
か
ら
６
・
７
㍍
で
、
４
灯

式
投
光
機
よ
り
約
２
倍
の
照

射
面
積
と
な
る
。
マ
ス
ト
を

上
げ
た
ま
ま

度
ま
で
灯
具

の
角
度
調
整
が
で
き
る
。

転
倒
防
止
の
ジ
ャ
ッ
キ
式

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
も
搭
載
。
４

方
向
か
ら
車
体
を
支
え
る
た

め
、
耐
風
性
に
も
優
れ
、
高

さ
調
節
し
て
不
整
地
で
も
水

平
を
保
て
る
。

タ
ン
ク
容
量

㍑
の
発
電

機
は
軽
油
を
使
用
。
収
納
時

の
サ
イ
ズ
は
幅
１
３
０
５

㍉
、
奥
行
１
０
３
０
㍉
、
高

さ
２
２
０
０
㍉
。

経
営
危
機
に
陥
っ
た
東
芝

か
ら
分
社
、
売
却
さ
れ
た
キ

オ
ク
シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が

日
、
悲
願
の
株
式
上

場
を
果
た
し
た
。
競
争
力
強

化
に
向
け
た
新
た
な
資
金
調

達
手
段
を
得
た
格
好
だ
が
、

現
状
、
主
力
製
品
は
デ
ー
タ

の
長
期
的
な
保
存
に
使
わ
れ

る
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ

ュ
メ
モ
リ
ー
」
の
み
。
群
雄

割
拠
の
半
導
体
メ
モ
リ
ー
業

界
は
再
編
観
測
も
根
強
く
、

今
後
も
い
ば
ら
の
道
が
続
き

そ
う
だ
。

キ
オ
ク
シ
ア
の
２
０
２
４

年
９
月
中
間
連
結
決
算
（
国

際
会
計
基
準
）
は
純
損
益
で

１
７
６
０
億
円
の
黒
字
を
確

保
し
た
。
１
８
９
１
億
円
の

赤
字
だ
っ
た
前
年
同
期
か
ら

劇
的
に
回
復
し
た
が
、
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｄ
が
使
わ
れ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
需
要
動
向
に

業
績
が
大
き
く
影
響
を
受
け

る
事
業
構
造
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。

キ
オ
ク
シ
ア
は
供
給
先
と

し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
の
普
及
で
増
加
す
る
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す

る
。
し
か
し
、
足
元
で
Ａ
Ｉ

特
需
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

の
は
、
一
時
的
な
デ
ー
タ
の

書
き
込
み
や
読
み
込
み
機
能

を
持
ち
、
転
送
速
度
に
優
れ

る
「
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
」
。こ
れ
を
積

み
重
ね
た
「
Ｈ
Ｂ
Ｍ
」
と
呼

ば
れ
る
メ
モ
リ
ー
は
画
像
処

理
半
導
体
や
サ
ー
バ
ー
向
け

の
需
要
が
過
熱
し
て
い
る
。

競
合
す
る
韓
国
の
サ
ム
ス

ン
電
子
や
Ｓ
Ｋ
ハ
イ
ニ
ッ
ク

ス
は
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
と
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ

の
両
方
を
製
造
し
て
い
て
、

業
界
関
係
者
は
「
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ

を
事
業
と
し
て
手
掛
け
な
い

限
り
、
キ
オ
ク
シ
ア
に
将
来

は
な
い
」
と
分
析
す
る
。

キ
オ
ク
シ
ア
も
手
を
こ
ま

ね
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｄ
以
外
の
新
技
術
の
研

究
開
発
を
進
め
る
。
「
う
ま

く
い
け
ば
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

の
柱
に
な
る
」（
早
坂
伸
夫
社

長
）
と
見
込
む
が
、
事
業
化

に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
見

通
し
だ
。

キ
オ
ク
シ
ア
に
間
接
出
資

す
る
Ｓ
Ｋ
は
、
最
先
端
Ｄ
Ｒ

Ａ
Ｍ
の
協
業
相
手
と
し
て
取

り
沙
汰
さ
れ
る
。
広
島
県
に

生
産
拠
点
を
持
つ
米
マ
イ
ク

ロ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
パ

ー
ト
ナ
ー
候
補
に
名
前
が
挙

が
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｋ
の
反
対
で

頓
挫
し
た
米
ウ
エ
ス
タ
ン
デ

ジ
タ
ル
と
の
統
合
案
も
く
す

ぶ
る
。

競
争
が
激
化
す
る
半
導
体

メ
モ
リ
ー
業
界
で
は
、
単
独
に

せ
よ
、
他
社
と
の
協
業
に
せ

よ
、
生
き
残
り
を
図
る
に
は

「
上
場
し
た
だ
け
で
は
意
味

が
な
い
」（
先
の
関
係
者
）
と

指
摘
さ
れ
る
。
具
体
的
な
成

長
戦
略
を
示
せ
る
の
か
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
と
な
る
。

米
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
は

日
、
米
国
で
生
成
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
と
電
話
で
や
り

と
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
発
表
し
た
。
専
用
の
電
話

番
号
を
設
け
た
。
米
国
以
外

で
も
、
メ
タ
（
旧
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
）
傘
下
の
対
話
ア
プ

リ
「
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
」
で
同

じ
番
号
を
宛
先
に
指
定
す
れ

ば
、
文
章
で
質
問
が
で
き
る
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
利
用

者
の
接
点
を
増
や
す
の
が
狙

い
。
電
話
の
時
間
は
１
カ
月

当
た
り

分
間
ま
で
。
試
験

提
供
と
の
位
置
付
け
で
、
上

限
は
変
わ
り
得
る
。
オ
ー
プ

ン
Ａ
Ｉ
は
「
会
話
が
安
全
の

た
め
に
検
証
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
が
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
上
で
配
信
し
た
動
画

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

限
ら
ず
、
従
来
型
の
携
帯
電

話
や
固
定
電
話
か
ら
も
使
え

る
様
子
を
示
し
た
。
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は

不
要
だ
が
、
画
像
生
成
や
検

索
な
ど
は
使
え
な
い
。

ガソリン放火対策床
ニッタンが発売

独自開発機構で燃焼抑制

消
防
用
設
備
を
手
掛
け
る

ニ
ッ
タ
ン
（
本
社
・
東
京
）

は
、
ガ
ソ
リ
ン
放
火
対
策
床

材
「
火
勢
抑
制
フ
ロ
ア

Ａ

ｒ
ｔ
ｉ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
Ⅱ
」
を
発

売
し
た
。
床
へ
流
出
し
た
ガ

ソ
リ
ン
に
発
火
し
て
も
、
独

自
開
発
の
機
構
に
よ
っ
て
燃

焼
す
る
ガ
ソ
リ
ン
量
を
減
ら

材
、
ガ
ソ
リ
ン
を
床
に
閉
じ

込
め
る
ベ
ー
ス
材
と
い
う
２

層
で
構
成
。
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｅ
ｄ

ｇ
ｅ
Ⅱ
を
床
に
敷
き
詰
め
る

こ
と
で
、
ガ
ソ
リ
ン
が
流
れ

出
し
て
も
大
部
分
は
床
材
の

下
部
に
落
下
す
る
。
燃
焼
す

る
の
は
床
の
表
面
に
残
っ
た

わ
ず
か
な
量
に
と
ど
め
、
火

災
の
勢
い
を
低
減
。
避
難
や

初
期
消
火
が
で
き
る
猶
予
を

生
み
出
す
。

厚
さ
が

㍉
、
主
要
材
質

の
「
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
（
循
環

経

済
）」
の
取
り
組

み
を
リ
ー
ド
す

る
考
え
だ
。

全
国

カ
所

に
あ
る
同
社
の

「
資
源
循
環
セ

ン
タ
ー
」
で
、

新
築
や
ア
フ
タ

ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
の
廃
棄
物

を
回
収
。
現
場

の
情
報
を
把
握

し
、
課
題
を
可

し
、
火
災
を

抑
え
る
。

表
面
に
多

数
の
穴
が
開

い
た
仕
上
げ

が
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
で
、
ジ
ョ

イ
ン
ト
マ
ッ
ト
の
よ
う
に
設

置
が
可
能
。
電
気
や
衛
生
関

係
の
工
事
が
必
要
な
く
、
新

築
、
既
設
を
問
わ
ず
取
り
付

け
に
対
応
す
る
。
２
方
向
避

難
が
困
難
な
建
物
の
入
り
口

の
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
、
階
段
室
と
い
っ
た
避

難
経
路
を
確
保
し
た
い
箇
所

で
の
設
置
を
想
定
し
て
い

る
。

積
水
ハ
ウ
ス
（
本
社
・
大

阪
）
は
、
再
生
可
能
部
材
の

み
で
作
る
戸
建
て
住
宅
を
２

０
５
０
年
ま
で
に
実
現
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
家
が
ま
た

誰
か
の
家
に
生
ま
れ
変
わ
る

『
循
環
す
る
家
』
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ

ｅ

ｔ
ｏ

Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
」

を
発
表
し
た
。
住
宅
業
界
で

視
化
す
る
こ
と
で
再
生
部
材

の
共
有
や
流
通
方
法
を
作
る

算
段
だ
。
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
や

大
建
工
業
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
し
、運
用
を
始
め
て
い
る
。

よ
り
効
率
的
な
循
環
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
設

計
や
生
産
段
階
で
の
意
思
決

定
に
関
す
る
共
同
研
究
を
東

大
の
清
家
剛
教
授
と
進
め
る
。

積
水
ハ
ウ
ス
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
再
利
用
や
「
Ｃ
ａ
ｒ

ｔ
ｏ

Ｃ
ａ
ｒ
」
な
ど
、

他
業
界
で
は
循
環
経
済
が
進

ん
で
い
る
と
指
摘
。
約
３
万

点
以
上
の
部
材
が
使
わ
れ
て

い
る
戸
建
て
住
宅
で
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
社
会
の
達
成
に
貢
献

す
る
に
は
、
業
界
全
体
で
の

取
り
組
み
が
重
要
と
強
調
し

た
。
今
後
は
よ
り
多
く
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
協
力
体
制
を

築
き
、
環
境
課
題
の
解
決
に

尽
力
す
る
。

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面
ににににににににににににににににににににににに
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

鹿鹿島島とと京京大大がが共共同同研研究究

表
面
の
穴
か

ら
ガ
ソ
リ
ン

が
入
っ
て
床

材
の
中
に
閉

じ
込
め
る

過
重
力
施
設
「
ジ
オ
グ
ラ
ス
」

の
イ
メ
ー
ジ

環
境
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
Ｅ
Ｓ
Ｉ
（
本
社
・
札
幌
）は
、

高
純
度
の
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
を
生
成
で
き
る
粉
末

「
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
α
」
を
提
案
し
て
い
る
。
粉
末
を

水
に
溶
か
す
だ
け
で
最
も
除
菌
・
消
臭
効
果
の
あ
る
ｐ

Ｈ
値
に
自
動
調
整
し
、
高
純
度
の
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液

を
つ
く
れ
る
商
品
。
常
温
で
６
年
間
保
存
で
き
、
災
害

備
蓄
品
に
最
適
だ
。
粉
末
と
空
ボ
ト
ル
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
し
た
「
初
動
セ
ッ
ト
」
を
自
治
体
や
建
設
業
者
、
宿

泊
施
設
な
ど
へ
納
入
し
て
い
る
。

水水にに溶溶かかすすだだけけでで次次亜亜塩塩素素酸酸液液
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低
コ
ス
ト
・
ノ
ー
リ
ス
ク

除
菌
・
消
臭
の
高
い
効
果

Ｅ
Ｓ
Ｉ

防災備蓄品として提案する初動セット

手手ののひひららササイイ
ズズののククリリアアララ
ンンススαα
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